双方向のデジタルコンテンツをJavascriptでプログラミングする授業実践 : 国土地理院サーバの利用 by 山田 哲也 et al.






























































*1 鳴門教育大学 附属中学校 
*2 鳴門教育大学 大学院 (修士課程) 生活・健康系コース 
(技術・工業・情報) 
*3 兵庫教育大学 連合大学院 (博士課程) 生活・健康系教育
連合講座 
*4 鳴門教育大学 情報基盤センター 
*5 鳴門教育大学 地域連携センター 











































図 1 教師が用意したコンテンツプログラム 
表 1 授業計画 
学習活動 時数 












図 2 位置情報を取得するコンテンツ 
図 3 文字情報を表示するマーカー 
図 4 マーカーにリンクをつける 















































図 6 マーカーをクリックすると画像を表示 
図 5 阿波踊り会館公式ページ 1) 














(2) 生徒 B 
Google マップなどでもこのようなプログラムが細
かく組み込まれているのかと疑問に思った。 





図 8 授業で活用したワークシート 
図 9 オープンスクールの様子 
図 10 生徒が作成したコンテンツプログラム 
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(6) 生徒 F 
プログラムが自分の思うように動作しなかったり，
エラーが出たりしたが，ちゃんと動いたときの喜び
はすごかったです。人の役に立つプログラムをもっ
と勉強したい。 
5. 附属小学校との連携 
2021 年からの新学習指導要領の全面実施をスムー
ズにしていくためには，小学校と中学校がお互いに
緊密な連携を取っていくことが必要である。新学習
指導要領では，小学校はプログラミング的思考を重
視しており，プログラミングの手法として，ブロッ
クを配置し，パラメータを入力するスクラッチのよ
うなビジュアルプログラミング言語を使用すること
が多い。小学校での学習を踏まえ，プログラミング
の学習内容をより深めるために，附属中学校ではエ
ディタに命令文を直接入力するテキスト型のプログ
ラミングに取り組みたいと考えている。しかし，今
回，双方向性のあるコンテンツのプログラミングを
取り入れた試行的な授業を実施してみて，小学校と
の緊密な連携の必要性を強く感じた。特に，以下に
挙げる情報機器の操作スキルについては，身につい
ていなければ，スムーズにプログラミングの学習を
行うことが難しいため，小学校段階で確実に習得し
ておくよう情報共有を図る必要性を指摘できる。 
①ウインドウの拡大や縮小など OSの基本的な操作 
②マウスやキーボードの基本的な操作 
③文字入力のためのローマ字の学習 
さらに，今回の授業には附属小学校の教員に参観
していただき，プログラミングの授業に関して意見
交流を図った。意見交流をすることで，小学校，中
学校のそれぞれで取り組んでいる視覚的な支援など
の支援方法を共有することができた。また，小学校
での生活・学習に関する情報を共有することで，生
徒の新たな一面を見出すこともできた。附属小学校
と附属中学校と連携を密にするために，生徒・児童
の様子を実際に参観し合うことの重要性が指摘でき
る。 
6. 大学との連携 
今年 11月から，附属中学校と附属小学校，大学が
連携して，プログラミング教育を推進していく取り
組みがスタートした。今回の授業を実践するにあ
たって，鳴門教育大学の大学院生および，ICT 支援
員等のサポートを受けた。新学習指導要領の理念に
掲げられている社会に開かれた教育課程は，外部機
関と連携することで，学びの質を高めることが期待
されている。今後，大学との効果的な連携の在り方
を検討したい。 
7. 成果と課題 
今回の研究を行うことによって，双方向性のある
デジタルコンテンツプログラムというものがどのよ
うなものであり，どのように教材開発していけばい
いか見通しがもてた。特に，国土地理院のサーバを
利用することで，サーバを構築する必要がないとい
うことは非常にメリットがあることがわかった。 
生徒の感想を見ていると，直接文字入力すること
による難しさを感じていたが，スモールステップで
同じ作業を繰り返すことで，少しずつスキルを身に
付けたり，新しい知識を増やしたりしていくことで，
「できる」，「できた」という生徒の声をたくさん
聞くことができた。また，学習のふりかえりには
「またやってみたい」という記述も見られ，生徒に
主体的な学びの意欲をもたせることができたと考え
ている。 
一方で，生徒の感想に，「一度間違うと始めから
やり直しをしなければならず大変であった」という
ものがあった。今回の授業で一からやり直しを経験
したのは少なくとも 4 人はいる。大きくやる気を低
下させてしまったと感じている。これは，今回使用
したエディタにメモ帳を用いたことで，ショート
カットキーの Ctrl+z(1 つ前の状態に戻す)が一度し
か使えなかったことが原因である。この機能が使え
なかったのは授業に大きな影響があった。中学校で
導入できるプログラミングに適したエディタを検討
したい。 
6 鳴門教育大学情報教育ジャーナル 
8. おわりに 
今回，鳴門教育大学の支援のもとで試行的授業実
践に取り組んだことは大変有意義であった。今回の
授業実践に取り組んだことで，技術科教員の悩みの
種であるこの「双方向性のあるコンテンツプログラ
ムで課題を解決する活動」をどうするかという問題
に対して，見通しを持つことができた。そのため，
「双方向性のあるコンテンツプログラムで課題を解
決する学習」を指導するためのアドバイスや助言が
できるとともに，興味をもっている技術科教員と，
一緒に本学習内容を充実させるための研究を進めら
れるのではないかとの期待をもてた。 
次回の研究では生活の問題を生徒が自ら見いだし
て，プログラミングで解決する活動を検討したい。
そのためには，まず，情報技術の「見方・考え方」
を気付かせる学習活動を，今回の双方向性のあるデ
ジタルコンテンツプログラムにつなぎやすくするよ
う授業内容を工夫していきたい。その中では，双方
向の地図コンテンツで問題を解決させるために，ど
のような「見方・考え方」を気付かせることが必要
になるか等，さまざまな課題があるが，非常にやり
がいがあるように感じている。今後の課題とし，中
学校技術科の情報教育の更なる発展に貢献したい。 
注 
1) 阿波踊り会館：https://awaodori-kaikan.jp/ 
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